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南光ひまわり祭りを開催します･･･････････２

住民ディレクター番組公開収録を開催･････････３
夏休み親子・子ども体験教室参加者募集･･････４～５

トライやるウィーク･･････････････････････６～７

シリーズ共生の郷づくり･･･････････････････１０～１１

まちの話題･･･････････････････････････････２４～２５

●主な内容
清流千種川
鮎釣りシーズンスタート
　６月 14 日、夜明けとともに、千種
川水系の鮎釣りが解禁されました。千
種川には、早朝からたくさんの釣り人
が訪れ、鮎釣りを楽しんでいました。
（写真：早朝の多賀橋付近）

先月号広報の本欄で、４ページの紹介内容に誤りがありました。、正しくは「NHK爆笑オ
ンステージ in さよう」でした。お詫びして訂正します。
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■会　長　坂口　榮　（鎌倉）
■副会長　春名和光　（上三河）
■理　事　原田　曻　（南新町）
　　　　　古川　晃　（三日月下）
　　　　　谷本　学　（上町）
　　　　　山本洋義　（柴谷）
　　　　　野村眞義　（櫛田）
　　　　　四方田康次（栄町）
　　　　　浅霧友昭　（上上月）
　　　　　船曳一成　（乃井野）
　　　　　坂本ひとみ（栄町）
■監　事　藤田　孝　（力万）
　　　　　保井憲司　（田此）

町観光協会新役員

佐用町南光

ひまわり祭り
期間：７月 19 日 ( 土）～８月３日（日）
会場：南光スポーツ公園周辺

■町観光協会総会

関係団体と連携強化を
　

６
月
５
日
、
役
場
本
庁
第
２
庁
舎
で
、
町
観

光
協
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
・
県
と
連
携
し
、

全
国
規
模
の
観
光
Ｐ
Ｒ
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
、
町
商
工
会
な
ど
の
各
種
団
体
と
の
連
携
強

化
や
、昨
年
度
、好
評
を
得
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に
坂
口
榮

さ
ん
（
鎌
倉
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
口
会
長
は
総
会
終
了
後
「
佐
用
町
の
魅
力

を
も
っ
と
情
報
発
信
し
、
交
流
の
促
進
や
観
光

客
誘
致
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
新
役
員
の
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●お問い合わせ
　　商工観光課　☎８２－０６７０

就任のあいさつをする坂口会長

【敬称略】

■ひまわり畑入園料（協力金） 　 
１人 100 円（小学生以下は無料）

■有料駐車場
普通５００円、中型１、０００円
大型２、０００円
※各支所と商工観光課に町民無料駐
車券がありますので、ご利用くださ
い。（１世帯につき１枚／平日午前
８時３０分～午後５時３０分）

■開花予定時期
　漆野（段）・宝蔵寺　７月初旬
　米　田　　　　　　７月上旬
　東徳久　　　　　　７月中旬
　林　崎　　　　　　７月下旬
　西下野　　　　　　８月上旬
　漆野（本村）　　　　８月中旬

内　　　容 日　　時

そうめん無料試食会
（揖保乃糸素麺組合麺友会）

７月２０日 ( 日）
　午前１０時～午後４時
　※なくなり次第終了します。

おひさま観望会
（西はりま天文台公園）

７月２６日 ( 土）、２７日（日）
　午前９時～午後５時

天文講演「夏の天の川と流れ星」
（西はりま天文台公園）

７月２７日（日）
　午前１１時～午前１１時４０分

おもしろ自転車大集合
（１回１００円）

８月２日（土）、３日（日）
　午前１０時～午後３時

約６００発の花火大会
（町商工会） ８月３日（日）午後８時～ 

世界のひまわり園
　　　林　崎：佐用高校

東徳久：上津中学校
期間中

ひまわり迷路 期間中
特産品・農産物販売 期間中の午前９時～午後５時ごろ

■イベントスケジュール

●お問い合わせ　
　商工観光課　 ☎８２－０６７０

ひろびろ感動 !! さんさんと太陽の恵みを
いっぱいに受けた１５０万本のひまわり
が元気いっぱいに咲き誇ります。

を開催します

■ひまわり祭り情報（佐用町公式ホームページ）　http://www.town.sayo.lg.jp/ 
■携帯電話開花情報　http://www.town.sayo.lg.jp/mobile_himawari/index.html　（上のＱＲコードからも見ることができます）
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2008/ ７月号

手作りの番組
住民ディレクター番組公開収録イベント

で 交流の推進

山江村の番組を視聴しながら進められたパネル討議

まちかどカメラマン
　佐用チャンネルでは、さらに身近な地域情報チャンネル
をめざし、地域のかたが撮影した映像を放送するため、ま
ちかどカメラマンを募集します。
　まちかどカメラマンは登録制です。みなさんがまちかど
で撮影した映像で、まちを元気にしてみませんか。
■まちかどカメラマンになるために
　４回程度のビデオ撮影・編集教室を経て、まちかどカメ
ラマン（ボランティア）として登録していただきます。
■まちかどカメラマンの役割
　地域行事などを撮影・編集したものを町へ提供いただき、
佐用チャンネルで放送します。
■ビデオ撮影・編集教室（開催日時は後日連絡します）
　・参加費　１、０５０円（テキスト代）
　・持参物　デジタルビデオカメラ
　・申し込み期限　７月 31 日（木）

募集します
あなたが撮影した映像が
佐用チャンネルで

●申し込み・お問い合わせ
　　まちづくり課　☎８２－０６６４

関西ウェブサイト大賞に 入賞地域ＳＮＳ『さよっち』

熊本県山江村から学ぶ

　インターネット上で交流を推進するウェブサイト
『さよっち』が、近畿総合通信局と近畿情報通信協

議会共催の「関西ウェブサイト大賞」に入賞しました。
　みなさんもぜひ『さよっち』を活用してください。
なお、『さよっち』を利用するには、登録が必要で
すので、まちづくり課までお問い合わせください。

●お問い合わせ　まちづくり課　☎８２－０６６４

ネ
ッ
ト
上
で
の
交
流
の
場

「
さ
よ
っ
ち
」

をさらに
　

６
月
２
日
、
佐
用
生
き
が
い
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
、
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
住
民

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
番
組
公
開
収
録
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は
、
全
国
各

地
で
自
分
た
ち
の
地
域
の
情
報
を
自
分

た
ち
で
取
材
し
、
情
報
発
信
す
る
人
た

ち
の
総
称
で
、
本
町
で
も
住
民
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
普
及
と
育
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
域
情
報
番
組
を
自
分

た
ち
で
制
作
し
、
地
域
が
活
性
化
し
た

こ
と
で
有
名
な
熊
本
県
山
江
村
か
ら
、

内
山
慶
治
村
長
と
、
松
本
佳
久
村
議
会

議
員
の
２
人
を
お
招
き
し
、
佐
用
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
可
能
性
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
討

議
し
ま
し
た
。

　

討
議
は
山
江
村
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し

な
が
ら
進
め
ら
れ
「
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
魅
力
は
、
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の

情
報
を
発
信
で
き
る
こ
と
」
や
「
自
分

た
ち
で
番
組
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、

地
域
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
」
な

ど
、
活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

番
組
収
録
終
了
後
は
、
参
加
者
み
ん

な
で
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

山
江
村
の
内
山
村
長
と
松
本
村
議
会

議
員
は
「
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
山
江
村

と
佐
用
町
が
、
親
せ
き
の
よ
う
な
お
付

き
合
い
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
。
佐
用

町
で
も
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
番
組
で
、

も
っ
と
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

熱心に討議を聴く参加者のみなさん
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早
期
教
育
、
毎
日
続
く
放
課

後
の
習
い
事
、
大
人
顔
負
け
の

ブ
ラ
ン
ド
物
の
服
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
車
で
送
り
迎
え
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理
し
、
子
ど

も
部
屋
も
勝
手
に
そ
う
じ
。
と

き
に
は
日
記
や
メ
ー
ル
を
こ
っ

そ
り
チ
ェ
ッ
ク
。
過
干
渉
・
過

保
護
で
子
ど
も
は
息
が
つ
ま
り

そ
う
で
す
。

　

少
子
化
が
進
む
な
か
、
子
ど

も
は
絶
え
ず
大
人
の
視
線
を
感

じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

大
人
が
子
ど
も
の
世
界
に
入
り

込
み
す
ぎ
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
は
い
つ
も
周
り
を
気
に
し

て
し
ま
い
、
思
い
っ
き
り
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
散
で
き
ま
せ
ん
。

　

親
は
「
心
配
」
し
す
ぎ
る
こ

と
よ
り
は
、
少
し
距
離
を
お
き
、

「
関
心
」
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

か
ま
い
す
ぎ
て
、
子
ど
も
自
身

の
力
や
意
欲
を
そ
い
で
し
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

○
子
ど
も
に
何
か
し
て
あ
げ
た

い
と
き
、
そ
れ
は
「
親
の
願
い

や
欲
求
」
な
の
か
、「
子
ど
も

の
願
い
や
欲
求
」
な
の
か
考
え

ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
自
身
が
行
動
を
決
定

す
る
前
に
、
親
が
そ
の
行
動
を

規
制
す
る
「
先
取
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
し
て
い
る
と
、

子
ど
も
は
自
分
の
感
情
が
わ
か

ら
ず
、
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
が

本
人
の
感
情
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

  

親
が
変
わ
る

●
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課　

☎
82
・
３
３
３
６

⑯

佐用町人権標語

植物採集 ネイチャークラフト チャレンジクッキング

７月２４日（木）
　午前９時～午前１１時

８月５日（火）
　午前９時～正午

８月２０日（水）
　午前９時３０分～
　午後１時

日　時

自然植物を採集し
押し花づくり

竹を使って
「うぐいす笛」づくり

ハンバーガー、フライドポテ
ト、シェイクなど、おいしい
ものを作って食べる

内　容

町内小学生１年生から６年生まで
（ただし１、２、３年生が参加す

る場合は保護者同伴）

町内小学生１年生から６年生まで
（ただし１、２、３年生が参加する

場合は保護者同伴）

町内小学生４年生から６年生
まで 対　象

先着２０人 先着３０人 先着２０人 募　集
人　員

材料費として
　　　　３００円

材料費として
　　　　３００円

材料費として
　　　　５００円 参加費

筆記用具、新聞紙、あれば
植物図鑑、ぼうし、タオル
飲み物

タオル、飲み物 お茶、エプロン、三角巾など 持参物

徳久小学校、南光スポーツ
公園周辺 南光文化センター 開　催

場　所

７月１４日（月） 申し込
み期限

南光支所地域振興課　
　☎  ７８- ０１２３
　fax ７８- １２２５

申し
込み・
お問い
合わせ

い
ろ
い
ろ
な
体
験
で
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
支
所
・
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
・
子
ど
も
体
験

参
加
者
募
集

も
う
す
ぐ
夏
休
み

 ス イ ミ ン グ
ス ク ー ル に
行 き た い ん
だけど

 遊園地のプー
ル で お ぼ れ そ
う に な っ た で
し ょ う？ 水 っ
て こ わ い の
よ！

 （ピアノでもと
思ってたけど）
それは素敵ね。
応援するわ。

ＧＯＯＤ

ＮＯ　ＧＯＯＤ
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陶芸教室② 陶芸教室① 木工教室② 木工教室①
①７月２４日 ( 木 )
②７月３１日 ( 木 )
③８月　７日 ( 木 )　
　午前９時～　
　　　　　計３回

７月２６日（土）
　午前９時～

①８月　９日（土）
②８月１０日（日）
　・午前１０時～正午
　・午後　２時～午後４時
　　　　　計４回

①７月２６日（土）
②８月　９日（土）
　午前９時～午後１２時３０分　
　　　　　　計２回

日　時

粘土で湯飲み・お皿を作りま
す。自分の作りたいものを作
ることもできます。素焼き、
色付け、本焼きは陶芸館の指
導員が行い、完成品は後日お
渡しします。

土で自由に作品を作り、素焼
き後の色つけは、後日陶芸室
で行っていただきます。

木工作品づくり オルゴール、レターラック、
モーターボートのうちひとつ 内　容

町内の小・中学生と保護者 町内の小学生と保護者 小学生の親子 町内の小学生と保護者 対　象

各先着１０組 先着１０組 各先着１０組 各先着１５組 募　集
人　員

親子２人１組１，０００円
（子ども１人増えるごとに 500

円追加）

親子２人１組１，０００円
（子ども１人増えるごとに 500 円

追加）
親子２人１組５００円 材料費として、１作品

　１，０００円（親子１組） 参加費

タオル、飲み物
（汚れても良い服装で）

タオル、飲み物、エプロン
（汚れても良い服装で）

必ず「くつ」をはいてきてく
ださい タオル、飲み物 持参物

もくもく村陶芸センター 上月駅併設の陶芸室 三日月もくもく村木工館 笹ヶ丘公園くるみの家 開　催
場　所

７月１８日（金） 申し込
み期限

三日月支所地域振興課
　☎ ７９- ２９８２
　fax ７９- ３６３３

上月支所地域振興課　
　☎  ８６- １２１０
　fax ８６- ０７９３

三日月もくもく村木工館
　☎・fax ７９- ２６０４

上月支所地域振興課　
　☎  ８６- １２１０
　fax ８６- ０７９３

申し
込み・
お問い
合わせ

　

●
家
庭
や
地
域
の
か
た
が
た
に
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

　

●
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
（
早
寝
、
早
起
き
、
き
ち
ん
と
し
た
食
事
な
ど
）

　

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度
を
心
が
け
る

　

●
家
事
の
手
伝
い
、
地
域
の
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る

　

●
危
険
玩
具
（
エ
ア
ガ
ン
な
ど
）
は
、
使
用
し
な
い

　

●
火
遊
び
は
し
な
い

　

●
危
険
な
場
所
（
線
路
、
池
、
工
事
現
場
な
ど
）
に
行
か
な
い

　

●
不
審
な
車
、
電
話
の
誘
い
に
の
ら
な
い

　

●
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
気
を
つ
け
る

　

●
夕
方
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
宅
す
る

　

●
行
き
先
、
帰
宅
時
刻
を
家
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る

　

●
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
節
度
あ
る
使
い
か
た
を
す
る

　

●
買
い
物
の
マ
ナ
ー
を
守
る

　

●
法
に
ふ
れ
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い

　

●
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
徹
底
し
て
守
る

　
　
（
い
か･･･

行
か
な
い　

の･･･

乗
ら
な
い　

お･･･

大
声
を
出
す　

す･･･

す
ぐ
逃
げ
る　

し･･･

知
ら
せ
る
）

　

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
へ
の
見
守
り
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

　

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
迅
速
に
佐
用
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
82
・
０
１
１
０
）
へ

　

佐
用
町
保
幼
小
中
高
児
童
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
夏
休
み

中
の
子
ど
も
た
ち
に
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
ま
す
。

   

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

   

ふ
れ
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

   

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

●
お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

☎
82
・
２
４
２
５
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銀ビル生鮮パワー佐用店
　ここでは、佐用中学校の生徒３人が、りりしい
表情で仕事に取り組んでいました。生徒の活動を
店長さんに聞くと「あいさつや礼儀もできている
し、進んで仕事をやってくれて助かる」と言われ
ました。生徒に仕事について伺うと「商品を出し
たり並べたりするのが重くて大変」と言っていま
した。あいさつや礼儀など、私生活に生かせるこ
とが多くあると思うので、生かしてほしいです。

（文・副島麻里奈）

西はりま天文台公園
　西はりま天文台公園では、上月中学校４人と佐用
中学校３人、上津中学校１人が体験していました。
　僕らが行ったときは、観望会のポスター作りをし
ていました。生徒に感想を聞くと「火おこしや望遠
鏡について学んだ。大変だけど楽しい」と言ってい
ました。職員のかたは「自分の中学生のころを思い
出す。がんばってやってくれている」と言われまし
た。ここでは、星や望遠鏡に関することがいっぱい
学べたようです。（文・木南　智）

町消防署
　町消防署では、上月・上津中学校から７人の生徒
が体験に行きました。僕たちが取材に行ったときは、
佐用警察署の生徒と、土のうの作りかた、積みかた
などを実戦していました。
　ここを選んだ理由を聞くと「命に係わる仕事を体
験してみたかったから」との答えでした。職員の人
は「力仕事などがんばってますよ」と言われました。

（文・森崎明広）

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク

　

町
内
の
中
学
２
年
生
が
、
６
月
２
日
か
ら
１
週
間
、
学
校
を
離
れ
て
地
域
の

商
店
や
事
業
所
な
ど
へ
行
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
「
ト
ラ

イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
２
ペ
ー
ジ
は
、
役
場
で
活
動
し
た
佐
用
中
学
校
の
関
山
成
美
さ
ん
、
副

島
麻
里
奈
さ
ん
と
、
上
月
中
学
校
の
木
南
智
く
ん
、
森
崎
明
広
く
ん
の
４
人
が
、

ほ
か
の
事
業
所
で
活
動
す
る
中
学
生
を
取
材
し
、
原
稿
を
作
成
し
た
も
の
で
す
。

ローソン三日月末広店
　ローソン三日月末広店では、三日月中学校の 3 人
の生徒が活動していました。店へ入ると大きな声で

「いらっしゃいませ」とあいさつをしてくれました。
生徒たちは「思ったよりも大変だった。そして、大
きな声であいさつをする大切さを学んだ」と言って
いました。お店の人は「最初、緊張していたけど、
慣れると大きな声を出してくれて助かった」と言わ
れました。（文・関山成美）

ＪＡ兵庫西三河店
　ここでは三土中学校の生徒２人が、がんばって
いました。佐用チャンネルと合同取材のため、み
んな緊張していましたが、生徒に話を聞くと「レ
ジ打ちなど望んでいた体験ができ、とても楽しい」
と元気に話してくれました。お店の人は「まじめ
で積極的。あいさつをきちんとしてくれる」と言
われました。お客さんも笑顔で満足そうでした。

（文・副島麻里奈）

地
域
に
学
び　

考
え
た
１
週
間

ユニフォームもさまになっています

ぎこちない手つきで杭打ち作業

商品の扱いはていねいに

ポスターをデザイン中。「う～ん ･･･」

商品チェックもがんばりました
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佐用マリア幼稚園
　マリア幼稚園では、佐用中学校の
生徒５人が活動をしていました。園
児がたくさんいて、大変そうに働い
ていました。生徒に話しを聞くと「子
どもが言うことを聞いてくれないと
きは大変。でも園児たちと接するの
は楽しい」と話してくれました。園
児にも話を聞くと「おねえちゃんが
来てくれて楽しい！」と大きな声で
言ってくれました。園児も生徒もみ
んな笑顔でした。（文・関山成美）

阿部鮮魚店
　ここでは三日月中学校の生徒２人
が活動していました。お店の外で、
うなぎのかば焼を作っていました。
　あいさつを一番大切にしている店
だけに、みんな大きな声で出迎えて
くれました。あいさつの大切さを感
じました。ねじりはちまきをした生
徒の２人は「魚をさばくのは難しい
けど、楽しい」と話してくれました。
帰りには、うなぎの試食をさせてく
ださいました。（文・副島麻里奈）

手作りの店はな
　「手作りの店はな」では、上津中
学校の生徒２人が活動していまし
た。取材時は、ひまわりのカーテン
タッセルを作っていました。生徒た
ちは「手作りに興味があった。とて
も楽しい」と言っていました。指導
されるかたは「手作りの物が売れる
よろこびを感じてもらいたい」と
言っていました。
　南光ひまわり祭りで、たくさん売
れるのでは、と思いました。
　　　　　　　　　（文・木南　智）

福本農園
　福本農園では、上月中学校から４人の生徒が体験をしていました。僕たちが
訪問したときは、きゅうりの袋詰めをしていました。福本さんに何を作ってい
るのかを聞くと「トマト・きゅうり・とうもろこし・メロン・ジャンボピーマ
ン・スイカ」など、たくさんの野菜を作られていました。生徒たちの働きぶり
を聞くと「難しい仕事もよくやってくれますよ」と言われました。生徒たちは
慣れない手つきで、ハウスの中で一生懸命がんばっていました。（文・森崎明広）

ご協力ありがとうございました　◆活動場所◆
味わいの里三日月、阿部鮮魚店、㈱イシザワ佐用店、岡本医院・デイ
ケアなごみ、長田クリニック、㈲衣笠鉄工所、杵屋㈲、きらめきケア
センター上月、銀ビル生鮮パワー佐用店、上月カントリー倶楽部、上
月郵便局、浩陽園、㈱コメリ佐用店、㈱佐用ゴルフ倶楽部、佐用中央
病院、さよう動物病院、佐用マリア幼稚園、ジミーハウス・モリオカ、
中国自動車道上月売店（上り・下り）、生活研究グループほほえみ会、
ダイヤモンドカントリークラブ、高見國一鍛刀場、竹炭生産振興会、
手作りの店はな、祐あいホーム上月、西尾木工所、白光㈱上月工場、
㈲バップホリサカ、はなさきむら作業所、土万ふれあいの舘、ＪＡ兵
庫西南光支店、ＪＡ兵庫西三河店、ファミリーマート佐用インター店、
福本農園、㈲ふれあいの里上月特産物直売所、㈱ホームセンターアグ
ロ佐用店、本多石油㈱佐用インター給油所、本多石油㈱三日月給油所、
マックスバリュ佐用店、三日月カントリークラブ、老人クラブ三日月
連合会、道の駅宿場町ひらふく、村上農機㈲、盛岡生花店、山本農場、
南光郵便局、ローソン三日月末広店、佐用警察署、佐用高校、朝陽ケ
丘荘、西はりま天文台公園、石井保育園、江川小学校、江川保育園、
久崎小学校、久崎保育園、上月小学校、上月保育園、佐用小学校、佐
用保育園、徳久小学校、徳久保育園、長谷保育園、平福保育園、幕山
小学校、幕山保育園、三日月小学校、三日月保育園、三河保育園、ビ
スラッ子ママプラザ、笹ケ丘荘、南光自然観察村、町教育委員会、町
消防署、町立図書館、町役場南光支所、町役場（順不同・敬称略）

　私たちは９つの事業所をまわって、いろんな
かたにインタビューをし、この２ページを作り
ました。大変だったけど、とてもたのしかった
です。
　取材以外にも、防災無線の録音、住民課の窓
口でレジや接客のお手伝い、また道路パトロー
ルや会計書類の整理なども体験しました。あり
がとうございました。
　今後も私たち中学生の成長をあたたかく見
守ってください。

（
写
真
：
右
か
ら
関
山
成
美
さ
ん
、

副
島
麻
里
奈
さ
ん
、
森
崎
明
広
く

ん
、
木
南
智
く
ん
）

■ 編集後記

園
児
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

「
手
作
り
っ
て
楽
し
い
ね
」

う
ま
く
焼
け
る
か
な
？

きゅうりの葉っぱをせん定中
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ストップ温暖化シリーズ
知っているから行動へ

身
近
な

　
　

エ
コ
対
策
を

　
町
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

　
  　

   　

中
井　

照
美
さ
ん
（
須
安
）

　

県
内
産
の
木
材
を
使
用
し
て
住

宅
を
建
築
、
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム

さ
れ
る
か
た
に
、
兵
庫
県
と
金
融

機
関
が
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

■
最
高
融
資
額
２
、０
０
０
万
円

　
（
リ
フ
ォ
ー
ム
５
０
０
万
円
）

※
県
産
粘
土
瓦
使
用
で
２
０
０
万

　

円
ア
ッ
プ

■
1.8
㌫
固
定
の
低
利
融
資

　
（
平
成
20
年
９
月
30
日
ま
で
に

　

融
資
実
行
さ
れ
た
も
の
に
適
用
）

■
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
は
構
造
様

　

式
不
問
（
マ
ン
シ
ョ
ン
可
）

　

①
木
造
住
宅
ロ
ー
ン

　

②
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン

　

◆
融
資
対
象
者

　

①
県
産
木
材
（
県
内
で
生
産
さ

　

れ
県
内
の
製
材
工
場
で
加
工
さ

　

れ
た
木
製
品
）
を
50
㌫
以
上
使

　

用
し
、
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

　

木
造
住
宅
を
新
築
・
新
築
購
入
・

　

増
改
築
す
る
人

　

②
県
内
の
居
住
す
る
住
宅
に
県

　

産
木
材
の
内
装
材
を
30
平
方
㍍

　

以
上
使
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す

　

る
人

　

◆
取
扱
金
融
機
関

　
　

播
州
信
用
金
庫
、
姫
路
信
用

　

金
庫
、
兵
庫
信
用
金
庫
、
西
兵

　

庫
信
用
金
庫
、
兵
庫
県
信
用
組

　

合
、
淡
陽
信
用
組
合
、
兵
庫
県

　

信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、

　

兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

　

合
会
な
ど
。

　

◆
融
資
限
度
額

　

①
県
産
木
材
の
使
用
割
合

　

50
㌫
～
60
㌫   

１
、５
０
０
万
円

　

60
㌫
以
上   　

２
、０
０
０
万
円

　

②
５
０
０
万
円

　

◆
返
済
期
間

　

①
25
年
以
内　

②
10
年
以
内

　
　

融
資
に
関
す
る
審
査
は
、
取

　

扱
金
融
機
関
が
行
い
ま
す
。
な

　

お
、
金
融
機
関
へ
の
申
請
と
は

　

別
に
「
県
産
木
材
・
ひ
ょ
う
ご

　

県
産
認
証
木
材
製
品
使
用
住
宅

　

証
明
申
請
書
」
な
ど
の
提
出
が

　

必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局

　

林
務
課
県
産
木
材
係

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
３
９
）

・
上
郡
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

森
林
林
業
課

　

☎
０
７
９
１
・
58
・
２
１
９
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
通
）

木
の
温
も
り　

ふ
る
さ
と
の
香
り

兵
庫
県
産
木
材
利
用

木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度

　

ご
く
当
た
り
前
に
使
っ
て
き
た

レ
ジ
袋
。
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う
と
い
う

こ
と
か
ら
、買
い
物
を
す
る
際
に
、

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
協
力
店
舗
前
で
マ
イ

バ
ッ
グ
を
無
料
配
布
し
「
お
買
い

物
に
は
、
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
」
と
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

現
在
で
は
協
力
店
舗
で
の
持
参
率

が
、
80
㌫
以
上
と
ア
ッ
プ
し
、
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、
簡
単

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
す
。」

「
レ
ジ
袋
は
い
り
ま
せ
ん
。」

は
じ
め
よ
う
省
エ
ネ
生
活

①
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
は
控
え
め
に

・
冷
房
は
28
度
、
暖
房
は
20
度
が

目
安
。

・
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
季
節
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
い

て
待
機
電
力
を
削
減
。

②
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
製
品
を
使
う

・
電
気
製
品
は
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ

の
製
品
を
選
ぶ
。
多
少
割
高
で
あ

る
が
光
熱
費
が
少
な
い
。

・
白
熱
灯
よ
り
、
省
エ
ネ
型
の
蛍

光
灯
を
。

③
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
を

・
買
い
物
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持

参
し
、レ
ジ
袋
は
受
け
取
ら
な
い
。

・
過
剰
包
装
の
商
品
は
買
わ
な

い
。

・
ば
ら
売
り
の
商
品
を
選
ぶ
。

④
移
動
の
際
に
気
を
つ
け
る
こ
と

・
車
の
運
転
は
、
経
済
速
度
を
心

が
け
る
。
急
発
進
、
急
加
速
は
し

な
い
。

・
外
出
に
は
、
で
き
る
だ
け
鉄
道
、

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
。

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で
き
る
だ
け

し
な
い
。
信
号
待
ち
で
も
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
心
が
け
る
。

５
秒
以
上
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
プ
は
効
果
あ
り
。

⑤
環
境
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い

生
活
の
知
恵

・
待
機
時
消
費
電
力
は
、
家
庭
の

電
力
消
費
の
約
１
割
を
占
め
る
。

使
っ
て
い
な
い
電
気
製
品
の
プ
ラ

グ
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
炎
は
、
な
べ
底

か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
調
節
。

・
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
は
、
季
節

ご
と
に
調
整
す
る
。
物
を
詰
め
込

み
す
ぎ
な
い
。

・
シ
ャ
ワ
ー
は
出
し
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い
。
ま
た
お
風
呂
は
間
隔
を

空
け
ず
に
入
る
。

　

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
が
原
因
の
も
の
が
多
く
、
そ

の
解
決
に
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

身
近
な
暮
ら
し
を
工
夫
す
る
だ

け
で
、
環
境
に
も
財
布
に
も
や
さ

し
い
生
活
に
な
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
、
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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2008/ ７月号

協力店舗前で
セレモニーを開催

■マイバッグ持参運動開始にあわせ

　６月１日から開始したマイバッグ持参運動と、レジ袋
有料化にあわせ、同日、町内の協力店舗前でマイバッグ
持参運動セレモニーが開催されました。
　協力店舗の代表のかたのあいさつの後、町地球温暖化
防止活動推進協議会やくらしのクリエーターのみなさん
で、啓発グッズを配布し、ＰＲ活動が行われました。
　セレモニー終了後、同協議会の山田敏雄会長（中上月）
は「レジ袋は小さな取り組み。ひとつひとつの取り組み
のなかで、少しずつ環境への配慮がみなさんに浸透して
くれれば」と語ってくれました。

　啓発グッズの配
布のようすと、マ
イバッグ持参運動
を訴える山田会長

　２００９年佐用町成人式を、次のとおり開催
します。
　出欠はがきは、後日送付する予定ですので、
返送いただきますようお願いします。
■日時　平成 21 年１月４日（日）
　　　　午後１時 30 分～
　　　　式典、写真撮影
■場所　さよう文化情報センター

佐用町成人式
２００９年

●お問い合わせ　総務課　 ☎８２－２５４９

昨年の成人式のようす

　

町
内
各
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

ス
ポ
ー
ツ

ん

の

み

な

春
季

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

■
主
催　

町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

■
開
催
日　

５
月
８
日
、
９
日
、

　
　
　
　
　
　
　

13
日
、
14
日

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
男
子
（
含
む
混
合
）
の
部
】

　

優　

勝　

紅
羽
拾
打
隊

　

準
優
勝　

な
ん
や
も
ん
屋

　

第
３
位　

シ
ー
ル
ド

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

上
月
ク
ラ
ブ
コ
ン
グ

　

準
優
勝　

上
月
ク
ラ
ブ
キ
ン
グ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

■
主
催　

三
日
月
地
域
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
会
・
三
日
月
子
ど
も
会

■
開
催
日　

５
月
24
日

■
場
所　

三
日
月
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

優　

勝　

ラ
ー
メ
ン
・
つ
け
め

　
　

ん
・
ぼ
く
い
け
め
ん

　

準
優
勝　

ト
ロ
ー
リ
ク
リ
ー
ム

　
　

on
プ
リ
ン

　

第
３
位　

ニ
コ
ニ
コ
ベ
ジ
タ
リ

　
　

ア
ン
ズ

全
日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

佐
用
郡
予
選
大
会

■
開
催
日　

５
月
18
日

■
場
所　

上
月
体
育
館

　

優　

勝　

久
崎
Ｊ
Ｖ
Ｃ

　

準
優
勝　

徳
久
少
女
バ
レ
ー　

　
　

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

第
３
位　

中
安
少
女
バ
レ
ー　

　
　

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
1�
回

南
光
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

■
開
催
日　

６
月
７
日

■
場
所　

中
安
小
学
校
体
育
館

【
Ａ
コ
ー
ト
】

　

優
勝　

冬
の
ソ
ナ
タ

　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｃ
21
と
く
さ
）

　

準
優
勝　

ス
ポ
ー
ツ
21
江
川
Ａ       

　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｃ
21
え
か
わ
）

【
Ｂ
コ
ー
ト
】

　

優
勝　

春
の
ワ
ル
ツ

　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｃ
21
と
く
さ
）

　

準
優
勝　

な
か
や
す

　
　
　
　
　
（
Ｓ
Ｃ
21
な
か
や
す
）

　会　長　西本　富男さん（船　越）
　副会長　横山　雅俊さん（下長尾）
　副会長　髙見　政幸さん（小赤松）
　副会長　幸田　孝美さん（添　谷）

町損害評価会の正副会長が決まる
●お問い合わせ　農業共済課　 ☎７９－２９８３
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福沢集落

土砂災害危険箇所
　　　　　　再確認

10

　

５
月
28
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
自

治
会
長
や
各
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
関
係
者
約
３
０
０
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
帝
塚
山
大
学
大
学

院
教
授
の
中
川
幾
郎
さ
ん
を
お
招

き
し
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
め

ざ
す
も
の
～
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
役
割
～
」
に
つ
い
て
、
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
地
域
に
夢
を
も
つ
こ

と
の
大
切
さ
や
、
地
域
資
源
を
再

度
見
つ
め
直
す
こ
と
の
重
要
性
、

外
部
か
ら
の
評
価
の
必
要
性
な
ど
、

地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
人
た
ち

を
勇
気
づ
け
、
や
る
気
に
さ
せ
る

も
の
で
し
た
。

　

講
演
後
、
13
の
地
域
づ
く
り
協

議
会
を
代
表
し
て
、
上
月
地
域
づ

く
り
協
議
会
セ
ン
タ
ー
長
の
今
本

誠
示
さ
ん
（
力
万
）
が
「
今
日
の

講
演
を
生
か
し
、
地
域
づ
く
り
協

議
会
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

■実践的な
　まちづくりのために
(1) 地域に夢はあるか。不満・不安
　は裏を返せば、夢となる。
(2) 地域の宝を再度掘り起こし、活
　用することが重要。
(3) 地域を外部から評価してもらい、
　外部の意見を取り入れることで、 
　大きな前進につながる。
(4) 地域社会はコミュニケーション
　が重要。
■地域の自立に向けて
(1) 自前で事務局を持つこと。
(2) コミュニティビジネスを経営し、
　財源を確立すること。
(3) 現状を把握し、将来像を持って
　企画、実行する主体となること。
(4) 人材の育成と、そのシステム構
　築。また拠点整備を行うこと。
■地域づくり協議会が
　めざすもの
(1) 安全のまち
(2) 弱者にとって安心のまち
(3) 活力ある元気なまち
(4) 心豊かなまち
(5) 誇りがもてるまち
(6) 住民と行政の協働のまち

実
践
的 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
研
修
会

熱心に聴講する参加者のみなさん

講演の要旨

ま
ち
づ
く
り

な

の
た
め
に

を
くまなく

　

６
月
１
日
、
福
沢
集
落
の
自
衛

消
防
隊
と
集
落
役
員
20
人
で
、
土

砂
災
害
を
想
定
し
た
危
険
箇
所
の

チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
集
落
内
に
あ
る
土
石
流
や

土
砂
災
害
の
危
険
区
域
を
、
地
域

の
人
た
ち
に
周
知
し
、
防
災
に
向

け
た
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
は
２
班
に

わ
か
れ
、
被
害
の
出
や
す
い
民
家

周
辺
や
、
急
傾
斜
地
な
ど
を
く
ま

な
く
巡
回
し
、
現
状
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
集
会
所
に
集

ま
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
感
じ
た

こ
と
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
普
段
は
遠
目
に
し
か

み
て
い
な
い
箇
所
を
実
際
に
見
る

と
、
気
づ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
」、

「
耕
作
を
放
棄
し
た
田
畑
の
水
路

に
も
注
意
し
な
い
と
、
災
害
の
引

き
金
に
な
る
の
で
は
」
と
活
発
に

意
見
が
交
換
さ
れ
、
参
加
者
み
ん

な
で
今
回
の
成
果
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

終
了
後
、
福
沢
集
落
の
木
村
政

照
自
治
会
長
は
「
山
に
囲
ま
れ
た

集
落
で
、
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ

た
場
所
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
集
落
全
体
の
防
災

意
識
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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共生の郷づくりシリーズ34

　

地
域
の
防
犯
力
を
高
め
よ
う
と
、

６
月
21
日
、
中
町
公
民
館
で
新

町
・
中
町
防
犯
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
約
30
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
新
町
と
中
町

で
結
成
さ
れ
て
い
る
生
活
安
全

グ
ル
ー
プ
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
児
童
の
登

校
時
の
付
添
い
、
毎
晩
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、

安
全
で
安
心
な
地
域
を
つ
く
る
た

め
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
研
修
は
、
佐
用
警
察
署

の
刑
事
・
生
活
安
全
課
の
熊
野
健

一
課
長
か
ら
、
町
内
の
犯
罪
発
生

状
況
や
、
防
犯
力
を
高
め
る
た
め

西新宿花しょうぶ園が
感謝の集いを開催

　

６
月
６
日
「
西
新
宿
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
花

し
ょ
う
ぶ
園
」
で
、
開
園
10
周
年

を
記
念
し
た
感
謝
の
集
い
が
開
催

さ
れ
、
関
係
者
約
80
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
は
、
集
落

内
の
荒
廃
田
の
解
消
と
地
域
の
活

性
化
に
向
け
、
平
成
８
年
か
ら
整

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
降
、
集

落
で
開
墾
作
業
を
行
い
、
平
成
10

年
に
仮
オ
ー
プ
ン
。
最
近
で
は
、

佐
用
高
校
農
業
科
学
科
の
生
徒
や
、

都
市
部
の
企
業
な
ど
が
社
会
奉
仕

活
動
の
一
環
と
し
て
、
草
刈
り
な

ど
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
１
７
０
種
類
、
50
万
本
の

花
し
ょ
う
ぶ
が
丹
精
込
め
て
育
て

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

園
の
オ
ー
プ
ン
当
時
、
自
治
会

長
で
あ
っ
た
竹
田
保
則
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
大
変
な
苦
労
も
あ
っ

た
が
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
も
地
域
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
の
園
を
守
り
た
い
」
と
、

ま
た
現
在
の
自
治
会
長
で
あ
る
梶

原
義
正
さ
ん
は
「
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
集
落
内
外

の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。

み
な
さ
ん
に
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
し

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

10 周年
■これまでの歩み
平成 8 年 集落の共同作業で、荒廃田の開

墾作業を開始　　

平成 9 年
整備した 30㌃と 20㌃の田に、
それぞれ 6,000 株と 3,000 株を
植え、集落で楽しむ

平成 10 年

・地域食材の提供開始
・「西新宿の花しょうぶを愛でる
　集い」を開催

・仮オープン（６月６日）
・園内の整備工事に着手

平成 11 年
・園内整備工事が完了
・町内ボランティアと交流開始
・コープこうべと交流開始

平成 13 年
・「大賀はす」を植える
・農山漁村高齢者対策優良活動
　地域表彰（地域活動部門）受賞

平成 15 年 佐用高校生との交流開始
平成 16 年 ふれあいの里上月が出店

平成 18 年
・都市住民などの農村ボランティ
　アで、西新宿ふるさとむら保
　全活動が始まる

・「西播磨花の郷」に認定

　

関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
、
今
日
ま
で
の
お
礼

を
述
べ
る
梶
原
義
正
自
治
会
長

地域の防犯
　　　みんなの力

を
で

な
ど
の
講
話
と
、
役
場
住
民
課
か

ら
、
町
内
の
防
犯
活
動
状
況
の
報

告
が
あ
り
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん

は
、
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

熊
野
課
長
は
講
話
の
な
か
で

「
防
犯
活
動
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の

世
界
で
言
う
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の

よ
う
な
も
の
。
じ
わ
じ
わ
と
成
果

が
で
て
き
ま
す
。
地
道
な
活
動
に

期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
参
加
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
同
グ
ル
ー
プ

会
長
の
谷
口
勝
美
さ
ん
（
新
町
）

は
「
近
年
、
全
国
で
凶
悪
犯
罪
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活

動
や
今
回
の
研
修
が
、
地
域
の
防

犯
力
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

新町・中町防犯研修会

11
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Ｒｏｃｋ’ｎ’　Ｓｕｍｍｅｒ　
　　　　Ｌｉｖｅ　ｉｎ　ｓａｙｏ　＃２

　本年度おりひめ文化ホール自主事業の第１弾として、
「Rock'n'  Summer  Live  in  sayo  ＃２」を開催します。

　町内でバンド活動している４組と、佐用町出身で神
戸、大阪でバンド活動をしている２組、そしてスペシャ
ルゲストとして「THE HARPER ST.BAND」がライヴを
盛り上げてくれます。
　ライブで暑い夏をふきとばしてみませんか。ぜひお
越しください。

●お問い合わせ　さよう文化情報センター
　　　　　　　　☎８２－３３３６

スピカ 夢 コンサート

暑い夏を　ふきとばせ！

もう一度聴きたかったアーチストに出会う

■日　時　８月 17 日（日）　
　　　　　午後１時 30 分開場　午後２時開演
■場　所　スターシャワーの森音楽堂「スピカホール」
■入場料　一般１、０００円　　ペア１、８００円
　　　　　（当日各２００円増し）

●お問い合わせ　スピカホール　☎８２－０５９５

　

青
少
年
を
育
て
る
会
で
は
、

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
ま
す
。
参
加
申
込
み
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ

ン
プ
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
、

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
学
生
さ

ん
、
一
般
の
か
た
を
同
時
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
自
然

の
中
で
の
生
活
を
体
験
で
き
る

こ
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
１
日
（
金
）
～

　

３
日
（
日
）
の
２
泊
３
日

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
の
郷
み
う
ち
「
若
杉
館
」

■
対
象
者

　

町
内
小
学
４
～
６
年
生
お
よ

　

び
中
学
生
（
40
人
程
度
）

■
参
加
費　

一
人
２
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
受
付
期
間　

　

７
月
３
日(

木)

～
16
日(

水)

　
【
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
】

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課

　
（
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６　

　
【
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
】

※
く
わ
し
く
は
、
別
途
各
小
・

中
学
校
を
通
じ
て
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏の思い出を
いっしょに作りませんか？

サバイバルキャンプ

参加者＆スタッフ募集

■出演者　Marvels of Voice、ザ・シーペッツ、Warheads、
　　　　　The Musique、LMT、THE ★ PISTONS
■スペシャルゲスト　THE HARPER ST.BAND
■日　時　８月３日（日）　午後１時開場　午後２時開演
■場　所　おりひめ文化ホール（さよう文化情報センター）
■入場料　一般１、０００円、高校生以下５００円
　　　　　（当日各２００円増し）

　もう一度聴いてみたい。そういう思いを実現した企
画が「スピカ夢コンサート」です。趣旨に賛同してく
ださった応募者のなかから、２組のみなさんに演奏し
ていただきます

【第１部】
■出演者　山本竜介／バリトン、山本美由紀／ソプラノ
　　　　　今野菊子／ピアノ
■曲　目　オ ソレ ミオ（私の太陽）、さくら横ちょう、
　　　　　秋　ほか

【第２部】
■出演者　奥田八代以／笛子　中村智子／笙　
　　　　　萩尾有紀子／二胡　千葉麻未／揚琴
■曲　目　蘇州夜曲、賽馬、涙そうそう　ほか
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佐
用
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で

は
、
こ
の
夏
４
日
間
だ
け
の
短
期

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

も
ぐ
れ
な
い
子
、
ま
だ
う
ま
く

泳
げ
な
い
子
も
大
丈
夫
。
レ
ベ
ル

に
あ
わ
せ
て
指
導
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

　

７
月
30
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　

８
月
２
日（
土
）

■
対
象
と
時
間

　

Ａ
１
コ
ー
ス　

幼
児
（
３
～
６

　
　

歳
）
※
小
学
生
を
除
く

　
　

午
後
４
時
30
分
～

　
　
　
　
　

５
時
30
分（
１
時
間
）

　

Ｂ
１
コ
ー
ス　

年
長
～
小
学
生

　
　
（
５
～
12
歳
）

　
　

午
後
５
時
30
分
～

　
　
　
　
　

６
時
30
分（
１
時
間
）

　
　

※
８
月
２
日
（
土
）
の
み
、

　
　
　

午
前
10
時
か
ら
１
時
間

　

対
象
年
齢
は
、
７
月
30
日
現
在

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
講
料

　

ス
ク
ー
ル
会
員
以
外　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

４
、０
０
０
円

　

ス
ク
ー
ル
会
員（
７
月
在
籍
者
）

　

  　
　
　
　

  

３
、０
０
０
円

■
募
集
人
数

　

各
コ
ー
ス　

先
着
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
期
間

　

６
月
15
日
（
日
）
～

　
　
　
　

７
月
26
日
（
土
）

■
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
受
講
料
を
添
え

て
、
町
民
プ
ー
ル
受
付
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

夏
季
短
期
水
泳
教
室

エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
講
座

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
民
プ
ー
ル　

☎
82
・
０
１
２
３

●
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
じ
ょ
う
ず
に
な
ろ
う

　

今
回
は
大
畠
に
あ
る
江
川
神

社
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
佐
用
郡
誌
」
に
よ
る
と
、
こ

の
神
社
の
祭
神
は
天
あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と

忍
穂
耳
命

ほ
か
十
柱
で
、
創
建
は
不
明
で

す
が
、
再
建
年
代
は
記
録
か

ら
室
町
時
代
の
文
安
４
年
（

１
４
４
７
年
）
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
す
。
現
在
の
本
殿
は

こ
の
再
建
時
の
も
の
と
さ
れ
、

町
内
で
は
唯
一
現
存
す
る
中
世

の
建
築
物
で
す
。

　

縁
廻
り
や
軒
廻
り
、
そ
し
て

正
面
扉
な
ど
は
江
戸
時
代
以
降

に
改
造
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
全
体
の
意
匠
構
造
は
簡

素
で
、
比
較
的
太
い
木
割
に
よ

る
当
初
の
建
築
様
式
を
と
ど
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
建
築
年
代
が

明
ら
か
で
佐
用
地
方
の
最
古
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
物
と
し
て
重
要
な
価
値
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
昭
和
47
年
に

県
指
定
文
化
財
の
建
造
物
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
に
付
す
る
も
の

と
し
て
勧
か
ん
じ
ょ
う請
銘
板
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
は
若に
ゃ
く
い
ち
お
う
じ

一
王
子
を
分

霊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

熊
野
権
現
信
仰
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

若
一
王
子
の
本
地
仏
は
十
一

面
観
音
で
、
天
照
大
神
な
ど
と

同
一
視
さ
れ
た
神
仏
習
合
の
神

様
で
す
。
現
在
の
祭
神
に
こ
の

神
様
が
含
ま
れ
な
い
の
は
、
明

治
期
の
神
仏
分
離
の
影
響
で
し

ょ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
５
５
０
年

以
上
に
わ
た
っ
て
今
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
、
希
少
な
建
築
遺
構

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　

☎
82
・
２
４
２
４

　
　

～
江
川
神
社
本
殿
～

■
開
催
日

　

８
月
22
日
（
金
）、27
日
（
水
）、

　

29
日
（
金
）、
９
月
３
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
９
時
30
分
ま
で

■
場
所　

上
月
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
室

■
受
講
料　

２
、０
０
０
円　
　

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

８
月
８
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

上
月
支
所
地
域
振
興
課　

☎
86
・
１
２
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
86
・
０
７
９
３

●
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぼ
う
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
初
級
者
向
け
の
「
エ
ク
セ

ル
２
０
０
７
コ
ー
ス
」
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
希
望
の
か
た
は
「
エ

ク
セ
ル
２
０
０
７
」
が
入
っ
た
パ

ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

　
　

シ
リ
ー
ズ　

佐
用
町
の
誇
り　

⑬　

江川神社本殿と勧請銘板

参
加
者
募
集

受
講
生
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
よ
う
す



1�

　平成 20 年度後期高齢者医療保険料額決定通知書が、７月上旬～中旬ごろに送
付されます。今年４月から始まった長寿医療制度（後期高齢者医療制度）では、
被保険者一人ひとりに保険料を負担いただくことになっています。保険料額は平
成 19 年中の所得によって計算されます。

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）

保険料額決定通知書が届きます

■保険料の計算方法

（平成 19 年中の総所得金額等※
　　　　　－　330､ 000 円）×　8.07％ 43､ 924 円 平成 20 年度保険料額

（最高限度額 50 万円）＋ ＝

①所得割額 ②均等割額 ①＋②

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です（ここでいう控除額とは、公的年金等控
除額、給与所得控除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含
みません）。

①４月から特別徴収（年金からのお支払い）されているかた
　平成 20 年度保険料額から４・６・８月の特別徴収額（仮徴収額）を差し引いた残額が、１０・
１２・２月に分けて特別徴収されます。１００円未満の端数は１０月分で徴収されます。ただし、
保険料額によって、特別徴収から普通徴収（納付書や口座振替などでのお支払い）に変わる場合が
あります。

②制度に加入する直前に被用者保険（政府管掌健康保険、健康保険組合、共済組合など）の被扶養
者であったかた
　９月までは軽減措置によって保険料は徴収されません。10 月から平成 21 年３月までの間に、軽
減後の額（２、１９６円）が特別徴収、または普通徴収で徴収されます。

③　①②以外のかた
　７月から普通徴収でお支払いいただくことになります。普通徴収の納期は７月から翌年３月まで
の毎月９回です。ただし、普通徴収のかたでも 10 月以降に特別徴収に変更する場合があります。

　特別徴収の対象となる年金額が年額 18 万円未満のかた、介護保険料が特別徴収（年金からの天引
き）になっていないかた、介護保険料と後期高齢者医療保険料を合わせた額が特別徴収の対象とな
る年金額の２分の１を超えるかたなどは、特別徴収されず、普通徴収でお支払いいただくことにな
ります。
　なお、災害で大きな損害を受けたとき、所得の著しい減少があったとき、ほかの被保険者や世帯
主が死亡したことなどによって、世帯の所得が軽減判定基準以下となるとき、一定期間給付の制限
を受けたときには、申請により保険料の減免を受けることができる場合があります。
　くわしくは、福祉課へご相談ください。

■保険料のお支払い方法

　平成 19 年中の世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の総所得金額等が一定金額以下の場合は均等割
額が軽減されます。

●お問い合わせ
　福祉課　☎８２－０６６１
　県後期高齢者医療広域連合事務局　☎（０７８）３２６－２０２１（保険料に関すること）
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付
猶
予
が
平
成
19
年
度
承
認
済
の

か
た
で
、
継
続
審
査
を
希
望
さ
れ

て
い
る
か
た
は
、
７
月
以
降
に
平

成
20
年
度
分
の
審
査
結
果
が
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
代
表
番
号
か
ら
、

次
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

所
得
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由
で
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
、

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
か
た
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
と
き　

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

担当課 電話番号 業務内容
国民
年金課 079-224-6382 国民年金の資格、保険料のこと

適用課
079-224-6383

健康保険・厚生年金保険の適用の
こと

調査課 社会保険の新規加入手続きのこと 
総合調査など調査のこと

徴収課 079-224-6384 健康保険・厚生年金保険料 
に関すること

庶務課 079-224-6385 そのほかのこと

■
申
請
免
除
制
度

○
免
除
の
種
類

　

免
除
の
種
類
と
月
額
保
険
料
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
対
象
者

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
全

員
が
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
か
た
が
、
対
象
と
な
り
ま

す
。

①
前
年
所
得
が
少
な
い
か
た

②
平
成
19
年
４
月
以
降
に
失
業
・

　

倒
産
・
事
業
の
廃
止
の
あ
っ
た

　

か
た

③
障
が
い
者
ま
た
は
寡
婦
（
寡
夫
）

　

で
あ
っ
て
、
前
年
所
得
が
一
定

　

金
額
以
下
の
か
た

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
か
た

⑤
特
定
障
が
い
者
に
対
す
る
特
別

障
が
い
給
付
金
を
受
け
て
い
る
か

た■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

30
歳
未
満
の
か
た
を
対
象
に
保

険
料
の
納
付
期
間
を
猶
予
す
る
制

度
で
す
。
10
年
以
内
に
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
、
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
に
は
入
り
ま
す

が
、
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

○
対
象
者

　

30
歳
未
満
の
本
人
・
配
偶
者（
配

偶
者
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）
が

申
請
免
除
の
対
象
者
の
①
～
④
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

■
申
請
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予

　

の
承
認
対
象
期
間

     

本
年
７
月
分
～
平
成
21
年
６
月
分

■
申
請
手
続
き
方
法

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
）

②
印
か
ん
（
本
人
が
署
名
さ
れ
る

場
合
は
不
要
）

③
失
業
な
ど
の
理
由
と
す
る
と
き

は
「
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証

の
写
し
」
な
ど

④
平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
ほ

か
の
市
区
町
か
ら
転
入
さ
れ
た
か

た
は
「
平
成
19
年
中
の
所
得
状
況

が
確
認
で
き
る
書
類
」

※
③
④
に
つ
い
て
は
、
対
象
者
の

み
必
要
と
な
る
書
類
で
す
。

　

以
上
の
書
類
を
持
参
い
た
だ

き
、
住
民
課
、
各
支
所
総
合
窓
口

課
ま
た
は
三
河
出
張
所
で
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
額
免
除
ま
た
は
、
若
年
者
納

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中

で
、
高
齢
受
給
者
証
（
70
歳
か

ら
74
歳
）を
お
持
ち
の
か
た
は
、

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
受
給
者

証
に
な
り
ま
す
。
新
受
給
者
証

は
７
月
下
旬
に
郵
便
で
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
古
い
受
給
者
証
は
、

住
民
課
ま
た
は
、
各
支
所
総
合

窓
口
課
に
ご
返
却
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
返
却

は
急
ぎ
ま
せ
ん
。

国
保
高
齢
受
給
者
証

　

更
新
の
お
知
ら
せ

　

８
月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
に

●
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

★
姫
路
社
会
保
険
事
務
所
の
電
話

番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

免除の種類 月額保険料 受　給　額
  全額免除 ０円   全額納めたときの１/ ３として計算

３/ ４免除 ３、６００円   全額納めたときの１/ ２として計算

  半額免除 ７、２１０円   全額納めたときの２/ ３として計算

１/ ４免除 １０、８１０円   全額納めたときの５/ ６として計算

※平成 20 年度の月額保険料は１４、４１０円
※全額免除以外は、保険料を納付しなければ未納となります
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還付の対象と
考えられるかた

平
成
19
年
中
の
所
得
が
減
っ
て

所
得
税
が
課
せ
ら
れ
な
か
っ
た
か
た
へ

平
成
19
年
度
の
住
民
税
が
還
付
さ
れ
ま
す

　

昨
年
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所

得
税
の
負
担
軽
減
の
影
響
を
受
け

ず
、
住
民
税
の
負
担
増
加
の
み
を

受
け
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
納
付
さ
れ
て
い
る
平
成
19
年
度

分
の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲

に
よ
っ
て
増
額
と
な
っ
た
住
民
税

相
当
額
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
と
見
込
ま
れ
る
か
た
に
は
、

申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
後
、
市
区
町
村
で

は
還
付
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
い
、
申
告
を
さ
れ
た

か
た
に
、
そ
の
結
果
を
通
知
し
ま

す
。

　

審
査
を
行
う
た
め
に
収
入
の
状

況
な
ど
の
確
認
が
必
要
で
す
の
で
、

結
果
を
通
知
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
告
窓
口

　

平
成
19
年
１
月
１
日
時
点
の
住

所
地
の
市
区
町
村
へ
「
減
額
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
間

　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

◇出産や病気のため長期休職さ
　れていたかた
◇定年退職や依願退職されたか
　た
◇自営業で業務悪化のため大幅
　に所得が減ったかた

　以上のようなかたで、平成
19 年分の所得税が課せられな
かった場合は、還付の対象とな
る可能性があります。

※住宅ローン控除の適用などに
より、所得税が課税されない場
合は対象となりません。

住民税 所得税

住民税 所得税

住民税 所得税非課税

申告により
還　付税源移譲で増額と

なった分が還付

税源移譲で増額した住
民税（減額した所得税）

平成 18 年中の
所得に対しての課税

平成 19 年中の
所得に対しての課税

平成 18 年（度）

所得変動が

場合ない
平成 19 年（度）

所得変動が

場合あった
平成 19 年（度）

● 所得変動の経過措置

■悪質な「振り込め詐欺」にご注意 
　役場職員、税務署職員を装い、現金自動預け払い機（ＡＴＭ）を操作させ、振り込みを
行わせる「振り込め詐欺」が多発しています。 
　税務職員が、還付金受け取りのために 
　①金融機関の現金自動預け払い機（ＡＴＭ）の操作を求めることはありません。 
　②金融機関の口座を指定して、金銭の振り込みを求めることもありません。 
　不振な電話があれば、役場税務課、または警察署にご連絡ください。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

公
売
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
処

分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

売
却
し
、
滞
納
税
に
あ
て
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

■
公
売
サ
イ
ト　

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

■
参
加
申
込
期
間　

　

７
月
10
日
（
木
）
午
後
１
時

　
　

～
24
日
（
木
）
午
後
５
時

■
入
札
期
間

　

７
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時

　

～
８
月
１
日
（
金
）
午
後
２
時

■
見
積
金
額

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
公
開

■
公
売
保
証
金
額

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
公
開

■
出
品
物

　

図
書
、
エ
ア
コ
ン
、　

ク
ー

ラ
ー
、
複
製
画
２
点
、
扇
風
機
、

時
計
、
座
卓
２
点
、
ス
ト
ー
ブ
、

レ
タ
ー
ケ
ー
ス
の
11
点

■
そ
の
他

　

下
見
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
途

中
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
ヤ

フ
ー
ID
が
必
要
で
す
。
税
務
課
に

閲
覧
用
パ
ソ
コ
ン
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

●
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２
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●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

佐
用
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

事
務
職
・
保
育
士
の
採
用
試
験
を
実
施

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
、
国

保
税
が
急
激
に
増
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
税
の
軽
減
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

■
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
で
、
世
帯
の
国
保
被

保
険
者
数
が
減
少
に
な
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
国
保
税
の
低
所
得
者
軽

減
を
受
け
て
い
た
場
合
、
同
じ
条

件
で
５
年
間
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
（
世
帯
）
平
等
割
で
賦
課
さ
れ

る
保
険
税
の
軽
減

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
で
、
国
保
加
入
者
が

１
人
と
な
る
世
帯
は
、
そ
う
な
っ

た
月
か
ら
か
ら
５
年
間
、（
世
帯
）

平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

■
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
か
た
の
保

険
税
の
軽
減

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用

者
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
で
、
被
保
険
者
の
被

扶
養
者
が
、
国
保
に
加
入
と
な
る

場
合
（
旧
被
扶
養
者
）、
新
た
に

国
保
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
旧
被
扶
養
者
が

国
保
資
格
取
得
時
65
歳
以
上
で
あ

れ
ば
、
以
降
２
年
間
、
旧
被
扶
養

者
の
所
得
割
と
資
産
割
が
免
除
さ

れ
、
ま
た
均
等
割
が
半
額
と
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
旧
被
扶
養
者
だ
け

の
世
帯
の
場
合
に
は
（
世
帯
）
平

等
割
も
半
額
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

国
保
税
の
納
期
は
７
月
か
ら
翌

年
の
２
月
ま
で
年
８
回
（
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
の
場
合
は
年
６

回
）
で
７
月
中
旬
に
明
細
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税

は
、
医
療
費
の
支
払
い
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
と
と
も
に
、
国
保
の
貴

重
な
財
源
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
健
康
と
安
定
し
た

国
保
運
営
を
維
持
す
る
る
た
め
、

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
で
、
国
保
税
の
算
定
は
「
医
療

分
」・「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」・

「
介
護
分
（
40
歳
～
64
歳
の
加
入

者
）」
を
合
算
し
納
付
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
税
率
と
限
度
額
は
表

の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

区　分
改　　正　　前 改　　正　　後

医療分 介護分 医療分 介護分 支援金分
所得割 5.80% 0.93% 4.80% 0.93% 1.00%
資産割 30.00% 7.40% 25.00% 7.40% 5.00%
均等割 ２０、４００円 ７、１００円 １５、４００円 ７、１００円 ５、０００円

平等割 ２２、８００円 ４、０００円 １８、３００円 ４、０００円 ４、５００円
限度額 ５６万円 ９万円 ４７万円 ９万円 １２万円

■国保税の税率と限度額

所得割：加入者の所得に応じて計算　　資産割：加入者の資産に応じて計算
均等割：世帯加入者数に応じて慶安　　平等割：１世帯に均一に計算
限度額：負担の上限額
本年度の税率は、限度額を除いて昨年度の税率を据え置き

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が

算
定
に
加
わ
り
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に

と
も
な
う
国
保
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

●
お
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

■
採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月
１
日
以
降

■
試
験
職
種
と
採
用
予
定
人
数

　

一
般
行
政
職
（
初
級
）

　

事
務
職
３
人
、
保
育
士
２
人

■
受
験
資
格

　

高
校
を
卒
業
し
た
か
た
、
ま
た

は
平
成
21
年
３
月
に
高
校
卒
業
見

込
み
の
か
た
で
、
昭
和
54
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
れ
た
か
た
（
平
成
21
年
４

月
１
日
現
在
18
歳
～
29
歳
）。

　

保
育
士
は
、
保
育
士
資
格
を
有

す
る
か
た
で
、
平
成
21
年
３
月
中

に
取
得
見
込
み
の
か
た
。

■
試
験
の
内
容
・
日
時
・
場
所

　

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
、作
文
試
験
）
お
よ
び
第
２
次
試
験
（
口

述
試
験
）
と
し
、
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
行

い
ま
す
。

・
第
１
次
試
験　

　

日
時　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～

　

場
所　

佐
用
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

・
第
２
次
試
験

　

11
月
上
旬
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途
通
知
）

■
給
与

　

初
任
給　

給
料
月
額
１
４
０
、１
０
０
円
（
高
校
卒
直
採
用
の
場
合
）

　

諸
手
当　

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
な
ど

■
受
験
手
続
き

　

役
場
総
務
課
（
本
庁
舎
）
に
、
所
定
の
申
込
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
取
り
寄
せ
の
上
、
８
月
５
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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受賞 おめでとうございます
■町内から５人受賞　－県功労者表彰－

　このほど、兵庫県功労者表彰が行われました。町内では、地方自治や健康・福祉、また農林・商工などの分野
から、５人のかたがたが受賞されました。

【自治功労】
町議会議員
森本和生さん（栄町）

【健康功労】
県婦人共励会副理事長
梶本順子さん（田此）

【商工功労】
町商工会副会長
古川晃さん（三日月下）

【農林水産功労】
幕山土地改良区理事長
高本一三さん（金子）

■長年の功績をたたえて　　　

　行政相談委員として長年活躍
されている船引浩一さん（中村）
に、近畿行政相談委員連絡協議
会会長表彰が贈られました。

船引浩一さん

近畿行政相談委員連絡会協議会長表彰 県自治賞（文化功労）
　長年の地域文化の振興に尽力
されている小笹正敏さん（鎌倉）
に、県自治賞（文化功労）が贈
られました。

小笹正敏さん

法務省人権擁護局長感謝状
近畿人権擁護委員連合会長表彰
　日ごろの人権啓発・相談などの活動がた
たえられ、黒川惠凖さんに（平福中町）法務
省人権擁護局長感謝状が、春名美彦さん（西
徳久）と間嶋太一郎さん（櫛田）に、近畿
人権擁護委員連合会長表彰が贈られました。

左から間嶋太一郎さん、黒川惠凖さん、春名美彦さん

　共済事業の普及啓蒙と損害評
価に尽力された久保源市さん

（豊福）に、全国農業共済協会
長表彰が贈られました。

全国農業共済協会長表彰 長年の消防団活動に感謝
－町長から感謝状－

　このほど、長年消防団員として活躍され、
本年退団された４人のかたに、町長から感謝
状が贈られました。
　これは、消防団員として 30 年以上、地域
の消防・防災活動に従事し、また分団長とし
て後進の育成に尽力された功績がたたえられ
贈られたものです。
　感謝状の受賞者は次のみなさんです。

　■勤続 35 年
　　　寺本　成功さん（元南光第４分団）
　■勤続 30 年
　　　井圡　俊之さん（元上月第２分団）
　　　上村　稔　さん（元上月第３分団）
　　　小瀬　吉弘さん（元南光第１分団）

久保源市さん

特用林産功労賞
　しいたけの栽培で、特用林産
の振興に尽力された三山清春さ
ん（中土居）に、第 21 回特用
林産功労賞が贈られました

三山清春さん

【農林水産功労】
県養蜂振興会会長
髙見芳德さん（真盛）
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　　　　救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

熱中症の予防と応急処置
●お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

　暑くなってくると注意したいのが熱中症です。熱中症
は怖い病気ですが、ちょっとした注意で防ぐことができ
ます。今回はスポーツ、レジャーだけでなく、普段から
心がけてほしいポイントと応急手当をあげてみました。

■熱中症にならないためのポイント
　①体調を整える
　　睡眠不足やかぜ気味など体調の悪いときは、暑い日
　中の外出や運動は控えましょう。
　②服装に注意
　　通気性の良い服を着て、外出時には、きちんと帽子
　をかぶりましょう。
　③こまめに水分補給
　　「のどが渇いた」と感じたときには、すでにかなり
　の水分不足になっていることが多いものです。少しず
　つ水分を補給していきましょう。特に夏場は、汗とと
　もに塩分が失われますので、0.1％程度の塩水か、ス
　ポーツドリンクを飲みましょう。

■熱中症になってしまったら
　熱中症かもしれないと思ったら
　①涼しい日陰や
　クーラーの効い
　た室内などへ移
　動する。
　②衣服をゆるめ
　て休む。
　③体を冷やす。
　・水でぬらした
　タオルをあてる。
　・うちわなどで
　風を送る。
　④何回にも分け水分を補給する。
　⑤皮膚が赤い、熱っぽい、反応がにぶい、言動がおか
　しい、意識がは っきりしないなどの症状があればす
　ぐに救急車を呼んでください。

●ミニ知識
　運動前後の体重確認
　　運動前後の体重を比べると、水分補給が適切だっ
　たかどうかわかります。運動後の体重減少を２％以
　内に抑えるのが良く、３％にになると、運動能力や
　体温調節機能に影響が出ると言われています。

　町消防本部と宍粟市消防本部は、合同で防火管理講
習を行います。防火管理者の選任を予定されているか
たや、資格取得を希望されるかたは、この機会にぜひ
受講してください。
■日時　8 月 26 日（火）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
　　　　8 月 27 日（水）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分
　　　　（乙種は１日目のみ、甲種は２日間とも受講
　　　　が必要です。）
■講習会場　宍粟市山崎町鹿沢 65-3
　　　　　　宍粟防災センター
■受付期間　７月 10 日（木）～８月 11 日（月）
■申込方法　申込書に必要事項を記入し、写真２枚と
　受講料４、０００円を添えて、町消防本部、または
　宍粟市消防本部に提出してください。

●お問い合わせ　消防署　 ☎８２－３８７４
防火管理者講習会のご案内

住宅用火災報知機の設置は
お済みですか？
●お問い合わせ　消防署　 ☎８２－３８７４

　平成 19 年中の全国の
火災による総死者数は、
２、００１人で、うち住
宅火災での死者は半数以
上の１、１５２人にのぼ
ります。
　原因の多くは、出火に
気がつかず、逃げ遅れた
ことによるものです。死
者を少しでも減少させる
ためには、各家庭で住宅用火災警報器の設置が必要
です。
　アメリカでは、１９７０年代から、個人の住宅に
住宅用火災警報器の設置が義務づけられ、普及が進
んだことによって、死者が大幅に減少しました。ま
た、イギリスでも同様の成果が見られます。
　住宅用火災警報器の設置は、平成 23 年５月末日
まで猶予期間はありますが、設置がまだのご家庭は、
大切な家族の命を守るために、できるだけ早く設置
しましょう。

■できるだけ早期の設置を

町指定給水装置工事事業者の
廃止のお知らせ

　給水装置工事の指定業者から、次の１社が廃止とな
りました。
　■広栄産業（株）
　　住所：佐用町三日月７６４－８
　　廃止年月日：平成 20 年６月４日

　給水装置の新設・改造・修繕・撤去などは、必ず指
定給水装置工事事業者へ申し込んでください。それ以
外の事業者に依頼すると、その工事は違反となります
ので、ご注意ください。

●お問い合わせ　水道課　 ☎８６－１２１２
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ママプラザ
　　　だより

■
定
員　

先
着
各
10
人

■
申
し
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　

午
後
２
時
～
２
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会　

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
７
月
の
お
は
な
し

　
「
ぐ
ら
ぐ
ら
の
歯
」

■
申
し
込
み　

不
要

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　
　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
７
月
の
お
は
な
し

　
「
歌
い
骸が
い
こ
つ骨
」

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

７
月
19
日(

土)

　
　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

図
書
館
夏
休
み
体
験
教
室

「
も
の
が
た
り
を
楽
し
も
う
！
」

■
日
時　

　

７
月
23
日
（
水
）
と
24
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

２
日
連
続
で
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

図
書
館
職
員
が
長
編
の

　

物
語
を
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

　

・
小
学
３
・
４
年
生
向
け

　
　
『
す
え
っ
こ
Ｏオ
ー

ち
ゃ
ん
』

　

・
小
学
５
・
６
年
生
向
け

　
　
『
ヒ
ナ
ギ
ク
野
の

　
　
　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ピ
ピ
ン
』

■
参
加
費　

無
料

■
場
所

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
場
所　

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
７
月
の
お
り
が
み

　
「
熱
帯
魚
」

■
申
し
込
み　

不
要

　

お
り
が
み
を
持
参
く
だ
さ
い
。

    ７月   July   文月            　８月   August   葉月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　　 　 １ ２ ３ ４ ５　　　　　　　　 １ ２　
　６ ７ ８ ９ 10 11 12　３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
  13 14 15 16 17 18 19  10 11 12 13 14 15 16
  20 21 22 23 24 25 26  17 18 19 20 21 22 23
  27 28 29 30 31        24 25 26 27 28 29 30
                        31

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

　

8
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

７
日(

木
）
で
す
。

子
育
て
に
役
立
つ

　
「
セ
ミ
ナ
ー
ラ
リ
ー
」

　

子
育
て
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。で
も「
む

ず
か
し
い
話
は
い
や
」
と
い
う
パ

パ
や
マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
５
回
の
セ
ミ
ナ
ー

ラ
リ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

と
き
に
は
頭
を
使
っ
て
フ
ム
フ

ム
考
え
た
り
、
ウ
キ
ウ
キ
楽
し
く

体
を
動
か
し
た
り
。
ま
た
、
パ
パ

と
い
っ
し
ょ
に
工
作
を
し
て
、
パ

パ
力
ぢ
か
ら
を
発
揮
し
た
り
し
な
が
ら
、

12
月
に
は
み
ん
な
で
『
マ
マ
プ
ラ

ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

５
月
28
日
に
、
岩
城
敏
之
先

生
（
キ
ッ
ズ
い
わ
き
・
パ
フ
代
表
）

が
会
場
い
っ
ぱ
い
の
お
も
ち
ゃ

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
そ

の
お
か
げ
で
、
お
母
さ
ん
た
ち

は
「
フ
ム
フ
ム
子
育
て
の
コ
ツ
」

の
お
話
に
引
き
込
ま
れ
て
、
う

な
ず
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
真

剣
に
子
育
て
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
も
う
一
度
聞
き
た

い
」
と
い
う
感
想
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
に
三
日
月
小
学
校

体
育
館
で
、
石
井
宏
典
・
直
子

先
生
（
兵
庫
県
体
操
指
導
研
究

所
）
に
来
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

体
を
動
か
し
て
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
た
あ
と
、

み
ん
な
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し

た
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

　セミナーラリー　第３回

■日時　７月 12 日（土）
　　　午前 10 時～
■場所　笹ケ丘ドーム
■内容　ワクワク作ってみよう！
　　　　ネイチャークラフト教室
■申し込み
　お近くのママプラザか、生涯 
学習課にお申し込みください。

講演会のようす
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高
齢
者
・
障
が
い
者
と
い
っ

た
社
会
的
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人

た
ち
は
、
そ
の
人
ら
し
く
地
域

で
暮
ら
す
た
め
の
権
利
を
侵
害

さ
れ
る
事
態
が
起
こ
り
や
す
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
守
る
た
め
に
、
社
会

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
「
権
利
擁
護
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
弁
護
士
会
が

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護

な
ん
で
も
１
１
０
番
」
と
い
う

電
話
相
談
を
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
・
・
・

・
悪
徳
業
者
に
だ
ま
さ
れ
た

・
暴
力
な
ど
虐
待
さ
れ
て
い
る

・
お
金
の
管
理
が
で
き
な
い

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
親
族
と
の
金
銭
ト
ラ
ブ
ル　

　
　
　
　
　

・
・
・
な
ど
で
す
。

　

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
、

支
援
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
か

た
で
も
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
困
っ
た
こ
と
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

地域包括支援センター通信 ( 第 25 回 )

●大人向けの本
　仕事がはかどる！Ａｃｃｅｓｓ２００７の技　基本編
　　　　　　　　　　　   浅川歩美／著　技術評論社
　稲作渡来民　－「日本人」成立の謎に迫る
　　　　　　　　　　　　   　池橋　宏／著　講談社
　チーズの値段から未来が見える
　－日常感覚で読みとく経済　    上野泰也／著　祥伝社
　ワーキングプアは自己責任か　－アンフェアな社会
　　にはもう騙されない　       門倉貴史／著　大和書房
　学校裏サイト　－ケータイ無法地帯から子どもを救う方法
　                                    下田博次／著　東洋経済新報社
　かわいい！楽しい！壁面実例 12 カ月
　　－子どもと作れるアイデアがいっぱい！
　　　　　　　　　   浅野ななみ／監修　成美堂出版
　ブラックホール　ホワイトホール
　　－正反対の顔をもつ「時空の二つの穴」
　　　　　　　  　福江　純／監修　ニュートンプレス
　渡り鳥から見た地球温暖化　－改訂版
　　　　　　　　　　　   中西　朗／著　成山堂書店
　腸内環境学のすすめ　       弁野義己／著　岩波書店
  

　道路問題を解く　－ガソリン税、道路財源、高速道路の答え
　          　　　　          山崎養世／著　ダイヤモンド社
　男の子と女の子の服　－まいにちふくつくってね
                                                                         　日本ヴォーグ社
　家庭で作るポルトガル料理　－魚とお米と野菜たっぷり
　　　　　　　         　   丹田いづみ／著　河出書房新社
　今日から始めるデジタル一眼レフの基本テクニック
　                                        大西みつぐ／著　成美堂出版
　基礎から学ぶ！スポーツ栄養学
                鈴木志保子／著　ベースボール・マガジン社
■金色の野辺に唄う　       あさのあつこ／著　小学館
■東京島　                                    桐野夏生／著　新潮社
★荒野　                                    桜庭一樹／著　文芸春秋
★やつらを高く吊せ               　馳　星周／著　講談社
▲傀儡　                                    坂東真砂子／著　集英社
▲いすゞ鳴る　                        山本一力／著　文芸春秋
　何も持たず存在するということ　
                                                     角田光代／著　幻戯書房
　 パートナー　                               森　詠／著　小学館
　太王四神記　上　                    安　秉道／著　晩声社

●子ども向けの本
　はじめて知るみんなの未来の仕事　
　　－仕事が２１８種類！　　　　　　　　　　  学研
　世界の高層建築まるわかり事典　－古代から近未来まで
　　　　　　　　　   高松　伸／監修　ＰＨＰ研究所
　赤い目のドラゴン　
           アストリッド・リンドグレーン／文　岩波書店
　マチルダばあや、ロンドンへ行く　
           クリスティアナ・ブランド／作　あすなろ書房
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2008.5.19 ～ 2008.6.18 受け入れ分の一部

高齢者・障がい者　
　　権利擁護なんでも１１０番
■お問い合わせ　
　健康課
　地域包括支援センター　☎８７－８０２０

高齢者・障がい者
権利擁護なんでも１１０番

　弁護士による無料電
話相談です。お気軽に
ご利用ください。

■受付日時
毎週火曜日（７月のみ）
　午後１時
　　　～午後４時

☎（０７８）３４１－７１７７
FAX（０７８）３４１－５１４１

みんなで支えあえる社会をめざして
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健　康
ＨＥＡＬＴＨ

南光歯科保健センター
◆予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

　メタボリックシンドロームなど肥満が問題とされて
いる一方で、若い女性の「やせ」が増えています。
　本町も例外でなく、20 歳代女性の「やせの者（BMI
が 18.5 未満）」の割合は全国や西播磨に比べて高くな
っています（グラフ参照）。また、普通の体格人でも、
太っていると感じている人が多いようです。

■やせていると何が心配？
　肥満が生活習慣病の原因になることはよく知られて
いますが、「やせ」の危険性は、あまり知られていま
せん。「やせ」の人にはトータルの食事量が少ない人
が多く、エネルギーやさまざまな栄養素不足が問題に
なってきます。鉄分不足による貧血、食物繊維不足に
よる便秘、カルシウム不足によって将来、骨粗しょう

症になる危険性が高まるなど、多くの問題があります。
また、偏った食事や絶食、サプリメントに頼るなど、
過度なダイエットは、心身のバランスを崩す恐れがあ
ります。
　最近は、やせや過度のダイエットが低体重児出生の
増加や切迫早産をまねいたり、胎児期の低栄養が将来
の生活習慣病につながったりするなど、妊娠や出産へ
の影響も指摘されています。
■あなたは本当に太っていますか？
　身長や体重から簡単に適正体重や BMI（体格指数）
を計算できます。一度、確認してみましょう。
　適正体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２
　BMI（体格指数）＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　BMI の判定   　　　　　　25 以上・・肥満
　　　　　　18.5 以上～ 25 未満・・普通
　　　　　　　　　　　　18.5 未満・・やせ
■バランスのとれた食事で健康美を
　やせていると「スタイルがいい」と誤解されがちで
すが、健康的な美しさが一番です。自分自身と次世代
の健康のためにも、３食規則正しく、主食を中心に主
菜や副菜を組み合わせたバランスの良い食事を心がけ、
適性体重を維持しましょう。

　　　　　　◆若い女性の『やせ』志向

　　　本当に太っていますか？

★献血のお願い★
７月２３日（水）

１０：００～１２：００　役場南光支所
１４：００～１５：３０　尾崎病院

８月　４日（月）

　９：３０～１１：００　役場上月支所
１２：３０～１３：３０　祐あいホーム上月
１４：４５～１５：３０　播州ケミカル㈱

 　■お問い合わせ　
　 　　健康課　　☎８７－８０２０

資料）
佐用町：平成 18 年
　住民アンケート
西 播 磨： 兵 庫 県 健
　康食生活調査
全国：健康日本 21

　６月８日に、南光文化センターで第３回佐用町よい子よい歯の
つどいが開催されました。
　昨年の３歳児検診で、虫歯のなかった９６人の幼児とそのご家
族のなかから、当日参加された２７人の幼児とそのご家族に「よ
い歯で賞」が贈られました。
　表彰式終了後は、人形劇グループ「チョコパフェ」のみなさん
による「おおきなかぶ」の人形劇で、参加者みんなで楽しみました。

　　　第３回佐用町よい子よい歯のつどい
わたしたちは歯を大切にしています

●お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

人形劇を楽しむ参加者のみなさん 表彰式のようす
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★すくすく健康相談　（平成 20 年１月生まれ）
　　７月１１日（金）13：30 ～

★３歳児健診（平成 17 年５月～平成 17 年６月生まれ）
　　７月１６日（火）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談 （平成 19 年７月生まれ）
　　７月１８日（金）13：30 ～

★４か月児健診（平成 20 年３月生まれ）
　　７月２８日（月）13：30 ～

★ぱくぱく離乳食教室（すくすく健康相談後～ 1 歳 5 か月未満）
　　８月　１日（金）10：00 ～

★０歳児クラス（２か月～１歳未満）
　　８月　４日（月）　２か月～６か月児　10：00 ～ 11：30
　　　　　　 　   　7 か月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00

★すてきなママになるための教室（対象：妊婦）
　　７月１４日（月）　9：30 ～
　　７月２８日（月）　9：30 ～
※いずれも場所は上月保健福祉センター

　

　日本女性のガンで一番多いのが乳がんです。30 人
に１人が乳がんにかかるといわれており、壮年期（30
～ 64 歳）では女性の死因原因のトップです。しか
し乳がんは、進行が比較的遅いものが多く、早期の
うちに発見できれば治る可能性が高いため、、早期
に発見することが何より大切です。本町では毎年約
７００人が受診され、数人にがんが発見されていま
す。
＜乳がんになりやすい年齢＞
　30 歳代から増え始め、閉経前後の 45 ～ 50 歳がピー
クです。
＜検査の種類＞

・視触診　しこりの有無のほかに、わきの下のリンパ
　節がはれていないか、乳頭から分泌物がないかな
　どを調べます。　　　　　　　　　

・マンモグラフィー　乳房を挟んで 1㌢程度の薄さに
　し、エックス線撮影をします。痛みを伴いますが、
　小さながんも写し出すことができます。乳腺が発
　達していると発見しにくいので、40 歳以上のかた

が有効です。
・超音波検査　超音波を利用した画像検査です。乳腺
　の発達に左右されないので、40 歳までのかたに適
　しています。（医療機関で受診してください）

■早期発見のために「定期検診」と、日ごろから自
分で行う「自己検診」を組み合わせましょう。
～自己検診～

〔視診〕　両乳房を鏡に写して、両腕を上げたり下ろ
　したりして乳房や乳頭がいつもと変わったところ
　（くぼみ、ひきつったところ）がないかを観察する。

〔触診〕　入浴時、石けんをつけて指の腹で触れてみ
　ましょう。右乳房は左手で、左乳房は右手で触れ
　ます。指の腹で小さな円を描くようにして隅々ま
　で指を滑らせ調べます。わきの下に指を入れ、腕
　を下ろしてしこりがないかも調べます。

■本町でもマンモグラフィーと視触診の検診がはじ
まります。ぜひ受診しましょう。

赤ちゃんとママの行事佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（７月 10 日～８月９日分）

●食品衛生夏期特別講習会
　７月 10 日（木）13：00 ～ 16：00
●専門的栄養相談（要予約）
　　　     15 日（火）10：00 ～ 11：30
●アルコール相談（要予約）
　　       17 日（木）13：30 ～ 15：30
●デイ・ケア ( 精神障がい者社会復帰訓練事業 )
　　     24 日（木）13：30 ～ 15：30
　８月　８日（金）13：30 ～ 15：30

※食品衛生夏期特別講習会は、さよう文化　情報
センターで開催。そのほかは、いずれも場所は佐
用健康福祉事務所

●お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　☎８２－２６２１

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続し
てください。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。

     　  受診しましょう

           乳がん検診
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「中国の子どもたち　元気を出して！」　　　－ 佐用小学校児童が募金活動  －

明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡
ください。
●まちづくり課　☎８２－０６６４まち

思いがこもった募金を手渡す児童たち

ありがとうございました 　　　　　　－町へ囲碁セットなどを寄贈 －

　このほど、矢代守さんが、兵庫県と姉妹提携を結んでいるア
メリカ合衆国のワシントン州に、県知事の親書を持って訪問し
ました。
　県とワシントン州は姉妹提携を結んでいます。そして５年前
に、矢代さんが育てたシャクナゲの苗「矢代誉（やしろほまれ）」
１２株が贈呈されています。それがきっかけで、矢代さんが所
用でアメリカを訪れる際に、知事から親書をあずかり、同州へ
訪問することとなりました。
　シャクナゲの花「矢代誉」は、矢代さん自身が名付けた花で、
シャクナゲの花では世界で有名な品種のひとつです。
　矢代さんは「自分が育てたしゃくなげの花が、国際交流の深
まりにつながることは本当にうれしい」と話してくれました。

シャクナゲの花で国際交流　　　　　 －矢代守さん（延吉）がアメリカのワシントン州へ  － 

知事の親書を持つ矢代守さん

　佐用小学校の代表６人が、地震で被災した中国四川省のため
に校内で集めた募金を、５月 30 日、役場庁舎で日赤奉仕団の
春江照子委員長（栄町）と庵逧町長へ寄託しました。
　集められた金額は、２７、２９５円。中国での惨事をテレビ
で見た児童会役員が発案し、全校生徒に呼びかけて実施しまし
た。呼びかけには、自分たちで手作りのポスター、チラシを作
成し、５月中旬の約１週間、毎朝 15 分間、募金活動を行いま
した。
　児童たちは「地震にあった子どもたちが、少しでも元気になっ
てくれればとがんばりました」と話してくれました。春江委員
長は「佐用の子どもたちが、自主的に行ってくれたことに心を
打たれました。何よりもうれしい」と語ってくれました。
　なおこの募金は、日本赤十字社を通じ、中国四川省の復興に
役立てられます。

　このほど、高年大学佐用教室の囲碁クラブで
活動中の岡本庄七さん（駅前）が囲碁用のホワ
イトボードを、また同部で活動中の長田亨さん

（久崎）が碁盤と碁石を 10 セットを、町へ寄
贈されました。
　囲碁部部長の高原敏朗さん（下徳久上）は「寄
贈いただいたものを使用させていただいてい
る。ホワイトボードは、指導にも役立ち、本当
にありがたい」と話してくれました。また寄贈
された岡本さんは「囲碁が趣味のみなさんに、
もっと強くなってもらえれば」と、また長田さ
んは「これまでお世話になった人たちに、感謝
の意を込めて寄贈しました。活用してください」
と話してくれました。寄贈された長田亨さん（左）

と岡本庄七さん（右）

の 話題
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泥たんぼ遊び 大好き　　　　　　　     　－　三日月保育園　－

遊びから生まれる豊かな感性　　　－さよう子どもアートスクール 2008 始まる  －

　６月１日、さよう文化情報センターで、町内の１年生から
６年生までの子どもたちが集まった「さよう子どもアートス
クール２００８開講式」が開催されました。
　第 1 回目の会は、サポーターの高校生・大学生を含めた
20 人が初めて顔を合わせ、自己紹介ゲームやレクリエーショ
ンゲームで交流を深めました。そして、これから１年間使う
名札を自分たちで手作りしました。
　はじめは緊張していた子どもたちも、サポーターや高学年
のリーダーシップによって、鬼ごっこをしたり、お昼ご飯を
いっしょに食べたりと、自由な雰囲気の中で自分らしい表現
を楽しんでいました。１年間、子どもたちは集団活動の中で
ともに助け合いながら、自然の営みなどを体感し、創作・表
現することを学んでいきます。

名札づくりを楽しむ子どもたち

　　６月２３日、三日月小学校において、老人クラブ三日
　月連合会の奉仕作業が行われ、会員のみなさんが汗を流
　しました。
　　この奉仕作業は、三日月小学校が創立した当時から毎
　年行われている同老人クラブの恒例行事です。会員のみ
　なさんは、各々で草刈かまなどを持参し、校舎周辺の美
　化に努めました。
　　作業終了後、同老人クラブの猪口久雄会長（三日月上）
　は、「年々老人クラブも高齢化していて、できる作業も限
　られてきましたが、子どもたちが少しでも気持ちよく学
　校生活を送ることができれば」と、汗を拭きながら語っ
　てくれました。

地域の子どもたちのために　　　　　－老人クラブ三日月連合会が奉仕作業  －

子どもたちの笑顔のために

　６月５日、三日月保育園では恒例の「泥田んぼ遊び」
を行いました。
　これは、普段自然にふれる機会が少なくなった子ど
もたちに、汚れを気にせず、思いきり水田で遊ぶこと
で、土や水、そしてふるさとを感じてもらおうと行わ
れているものです。園児たちも、田植えが始まるこの
時期を、心待ちにしている恒例行事です。
　水田にいっせいにかけ込んだ園児たちは、泥だんご
を作ったり、足をとられながらかけっこしたりと、と
ても楽しそうに遊んでいました。
　園児たちは「水が冷たくて、ちょっと寒かったけれ
ど、もっと遊びたかった」と話してくれました。また、
田んぼの所有者である春國靖夫さん（茶屋）は「この
田んぼ遊びが、ふるさとでの良い思い出になれば」と
話してくれました。

田んぼで元気に遊ぶ子どもたち
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６月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
５月 21 日から６月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

７月上旬～８月上旬

人のうごき

５月 21 日から６月 20 日届出分　敬称略

　人　口　２０，８８３人（－１１）
　　　　　男 　９，９６９人   （－　４）
　　　　　女 １０，９１４人   （－　７）

　世帯数　　７，３２９戸（－　５）

　６月中の移動
      出生　１０人　死亡 　２１人
      転入　３６人　転出 　３６人

月
日

曜
日 内　　容 場　　所 時　    間

7/9 水 福祉相談 久崎老人福祉センター 13：30 ～ 16：00
10 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
15 火 高年大学三日月教室 三日月文化センター 10：00 ～

16 水

高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～

行政相談

役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00役場上月支所１階相談室
南光文化センター会議室
ふれあいの里三日月会議室

17 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
19 土 ひまわり祭りオープン 南光スポーツ公園周辺など
22 火 ＥＭぼかし講習会 佐用町保健センター 10：00 ～
23 水 献血 本紙 22 ページをご覧ください

25 金 弁護士相談 
（社会福祉協議会に予約必要） 三日月福祉拠点施設 13：00 ～ 15：30

29 火 犯罪のない明るい町
づくり町民の集い さよう文化情報センター 13：30 ～

8/3 日
Rock'n'　Summer
in sayo #2 さよう文化情報センター 13：00 ～

ひまわり祭り花火大会 南光スポーツ公園周辺など 20：00 ～
4 月 献血 本紙 22 ページをご覧ください
6 水 福祉相談 南光地域福祉センター 13：30 ～ 16：00

ちょうみんカレンダー

　町では、オ
フィスなどの
適正冷房の徹
底 に よ っ て、
省エネルギー
の一層の促進
と、地球温暖
化 を 防 止 し、

環境と共生するビジネス文化の定着
と発信を図るため、次の取り組みを
行っています。
■取組期間
　６月１日（日）～９月 30 日（火）
■期間を通じての取り組み
　①適正冷房の実施
　　本庁舎や支所・各施設で実施し
　ている 28 度冷房を継続します。
　②軽装勤務の取り組み
　　上着を着用しない、ノーネクタ
　イとするなど、冷房の抑制に努め
　ます。
■お問い合わせ
　総務課　☎８２－２５４９

　犯罪のない明るいまちをめざすた
め、町民の集いを次の日程で行いま
す。みなさんぜひ、ご参加ください。
■日時　７月 29 日（火）
　　　　午後１時 30 分～
■場所　さよう文化情報センター
■お問い合わせ
　住民課　☎８２－０６６０

　この宝くじの収益金は、市町村の
明るい住みよいまちづくりに使われ
ます。
　収益金は、県内の発売実績に応じ
て交付されますので、ぜひ県内でお
買い求めください。
■発売期間　
　７月 14 日（月）～８月１日（金）
■抽選日　８月 12 日（火）
■支払開始　８月 18 日（月）～

お知らせ

犯罪のない
明るい町づくり

町民の集い

－１等前後賞合わせて３億円－
サマージャンボ宝くじ

夏のエコスタイル
実施中
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　町剣道協会では、次の各教室にお
いて随時会員を募集しています。剣
道を通じて心身を鍛え、楽しくス
ポーツしませんか。
■佐用郡剣道連盟
　練習日：毎週木曜日 午後７時～
　場　所：佐用高校剣道場
　対　象：中学生以上
　連絡先：瀬尾隆司
　　☎（０９０）３６２６－０７７７
■南光剣伸会・剣友会
　練習日：毎週月・水・日曜日
　（時間は曜日により異なります）
　場　所：徳久、中安小学校
　対　象：小・中学生
　連絡先：平田和夫
　　☎（０９０）９６１１－０３２７
■佐用双葉会
　練習日：毎週火・金曜日
　　午後６時 30 分～
　場　所：佐用小学校
　対　象：小・中学生
　連絡先：木村　英
　　☎（０８０）３０３０－５９３２
■上月剣友会
　練習日：毎週月・水・金曜日
　　午後６時～
　場　所：久崎・上月小学校、上月
　　中学校
　対　象：小・中学生
　連絡先：坂根正幸
　　☎（０９０）１９１６－９５１４

　兵庫県立大学付属中学校の教育内
容などの説明会を次のとおり開催し
ます。
■日時　８月８日（金）、９日（土）、
　10 日（日）
■場所　兵庫県立大学付属中学校
　　　　（上郡町光都）
■対象者　小学校児童及び保護者
■申込方法　説明会案内リーフレッ
　トに印刷された往復はがきで、事
　前に申し込みをしてください。な
　お、リーフレットは、公立小学校
　に配布しています。
■お問い合わせ
　兵庫県立大学付属中学校
　☎（０７９１）５８－０７３５

　兵庫県と兵庫県人権啓発協会で
は、人権の大切さや思いやりなど人
権文化の創造や人権問題の解決に関
する内容の文芸作品を募集します。
■募集内容　小説、随想（手記、作
　文含む）、詩、創作童話
■応募締切　９月 30 日（火）
　当日消印有効
■応募資格　兵庫県内に在住、在勤、
　在学のかた
■応募作品　インターネット上を含
　む未発表・未投稿（他の文芸賞な
　どへの重複応募を含む）の自作の
　作品に限る
■応募方法　郵送に限る
■応募規定　字数制限あり
■お問い合わせ・応募先
　（財）兵庫県人権啓発協議会
　☎（０７８）２４２－５３５５

■種目～対象者・資格
　①防衛大学校（一般）
　②防衛大学校（推薦）
　③防衛医科大学校…高卒（見込含）
　　21 歳未満の者
　④看護学生…高卒（見込含）18
　　歳以上 24 歳未満の者
　⑤航空学生…高卒（見込含）18
　　歳以上 21 歳未満の者
　⑥一般曹候補生
　⑦２等陸海空士（女子）
　⑧２等陸海空士（男子）…18 歳
　　以上 27 歳未満の者
■受付期間　
　・①③④：９月８日（月）～ 30 日（火）
　・②：９月５日（金）～９日（火）
　・⑤⑥⑦：８月１日（金）～９月 10 日（水）
　・⑧：年間を通じて
■試験日
　① 11 月 15 日（土）・16 日（日）
　②９月 27 日（土）・28 日（日）
　③ 11 月１日（土）・２日（日）
　④ 10 月 25 日（土）
　⑤９月 23 日（火）
　⑥９月 20 日（土）
　⑦９月 28 日（日）・29 日（月）
　⑧９月 24 日（水）～９月 27 日（土）
　のいずれか 1 日
■お問い合わせ
　自衛隊相生募集事務所
　☎（０７９１）２３－２７５０

募　集

＝兵庫県立大学付属中学校＝
学校説明会を開催

今月の

納税

７月３１日（木）です
 　
口座振替日は７月３１日（木）です

納税は納期限までに！

固定資産税第２期分
国民健康保険税第１期分
　　　の納期限日は

―  今月の納税相談日   ７月 25 日（金）―
受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時
受付場所：役場本庁舎　税務課
　災害・盗難・疾病・失業や廃業など
によって納期限までに町税が納められ
ない場合は、納税相談に応じます。

●お問い合わせ
　　税務課収納係　☎８２－０６６２

※納期限を過ぎた場合は、督促状
　を発行します。
　また、納期限から納付日までの
　延滞金（年率 14.6％）も納め
　ていただくことになります。

Information

「のじぎく文芸賞」
作品募集

防衛大学校など
自衛隊員募集

町剣道協会 会員募集

介護保険料（普通徴収）第１期分の
　　納期限は   ７月３１日（木）です
　●お問い合わせ

　　　　健康課　☎８７－８０２０

後期高齢者医療制度（普通徴収）
第１期分の

　　納期限は   ７月３１日（木）です
　●お問い合わせ

　　　　福祉課　☎８２－０６６１



ＵＦＯについて 
　私は太陽系外の文明
を な ゆ た 望 遠 鏡 で 探
査していますが、UFO
を探しているわけでは
ありません。 
　昨年の暮れ、政治家
の 間 で UFO に つ い て
の議論がありましたが、
そのころ、一般のかた
が た か ら「UFO を 目
撃しました」とか「宇
宙人に遭遇しました」とかいう電話が西はりま天文台に
かかってきたので、たいへん困惑しました。 
　天文学的に計算すると、宇宙人が地球に飛来する可能
性は否定できません。しかし、実際に宇宙人が地球に来
ている（あるいは過去に来た）ことを、多くの人が納得
するような客観的証拠は一つもありません。 
　正体が不明な物が空を飛んでいても、それを宇宙人の
乗り物と判断すること、何らかの航空機、鳥、自然界の
現象などの誤認であると考えること、どちらが自然な解
釈でしょうか？　　　　　　　鳴沢真也（主任研究員）
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　　わが家のアイドル

 天文クイズ
　「UFO」とは、何の略でしょうか？ 

（１）空飛ぶ円盤 　　　（２）未確認飛行物体 
（３）未確認空中生命体 （４）ピンクレディ・ファンクラブ 

  先月のクイズの解答　　（２）液化炭酸ガス 

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。

　自分の気に入らないことがあれば、すぐに泣きには
いる厄介者ですが、家族のムードメーカーです。これ
からも姉妹仲良く笑顔でいてね。　　パパ・ママより
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アメリカのボイジャー号。太陽
系を離脱した無人探査機の一
つ。太陽系外の文明に遭遇する
日はくるか？ 

上 月 支 所 ：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX 0790-86-0793
南 光 支 所 ：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX 0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX 0790-79-3633

● ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

■ 編集・発行 / 佐用町役場　広報委員会　〒 679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1  ☎ 0790-82-2521( 代 )
FAX 0790-82-0131

アジサイで地域活性化を 　
　　　　　　－大垣内アジサイ園でアジサイ祭り  － 

まち の 話 題

　６月 22 日、大垣内にあるアジサイ園で、アジサイ祭
りが開催され、町内外から多くの来園者がありました。
　このアジサイ園は、三宅登さんと妻のサヨ子さんで運
営されいます。今から 20 年前に、趣味の花栽培でアジ
サイ１００本を植えて楽しんだことがきっかけ。その後
少しずつアジサイの量を増やし、今では面積１㌶の地に、
約１、３００本のアジサイが植えられ、訪れる人たちの
目を楽しませています。
　当日は雨がふったりやんだりの空模様でしたが、同日
開催された幕山地域づくり協議会とスポーツクラブ 21
幕山主催のウォーキング大会の参加者が訪れるなど、多
くの人たちが、このアジサイ園で交流を楽しみました。
　三宅さんご夫妻は「面積が広いため、草刈りだけでも
本当に大変な作業。でも訪れるひとたちの喜ぶ顔を見る
と、その疲れも忘れます。これからも地域の活性化のた
めにがんばりたい」と力強く語ってくれました。
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　「多くの人たちが来てく
れて、本当にうれしい」と
語る三宅登さん、サヨ子さ
んご夫妻


